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１．はじめに
平成１７年１２月１２日から北陸地方を中心に降り続いた雪は昭和３８年，５６年に続く豪雪となり福井県内
各地に大きな被害をもたらした。この間，福井大学医学部付属病院においても多くの雪害関連患者が
受診し，中には残念ながら亡くなられた方や，なお現在も通院を必要とされている方もいる。総務省
消防庁資料１）によると，今回の豪雪により全国で１５１人の死者と２１３６人の重軽傷者の搬送が報告されて
おり，うち福井県内では１４人が死亡し１６２人が重軽傷を負ったとされる。しかしながら，これらは各
消防署からの報告に基づいているため救急車搬送された患者に限られた調査結果となっている。実際
には，この他にも救急車を用いずに一般受診した軽症患者が相当数に上ると予想されるが，それらに
ついては明らかにされていない。本論では，平成１８年度豪雪による人的被害について，福井大学医学
部付属病院を受診した雪害関連患者を対象に，救急搬送患者に加え一般受診した軽症患者を含めて，
その被害実態をより広く検討する。
２．対象
平成１７年１２月１４日から平成１８年２月６日
までの間に福井大学付属病院を受診した患
者のうち，診療録上，発症機序が雪に関連
したものであることが明記された計７４人を
対象とした（表１）。対象疾患は，転落・転
倒などの外傷に加え，除雪作業に伴う心筋
梗塞・脱水症などの内因性疾患（病気）も
含めた。
３．患者受診状況
３．１ 患者構成（図１）
被害患者の構成は，平均年齢５７．４才（１０才～８６
才）で，男女比は４９：２５で，福井県発表資料２）同
様，男性に多い傾向にあった。年齢分布は５０才以
上の中高齢者に多く，７０才台が最多であった。救
急車搬送患者は２８人で，一般受診患者は４６人であ
った。受診総数７４人のうち，５９人は外来治療が可
能であったが，その他の２人が死亡し，１３人に入
院による高度治療が必要であった。入院が必要な
重症患者の平均年齢は６３．２才で，外来患者の５５．９
才と比べより高齢であった。
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表１． 平成１８年雪害関連患者受診状況
図１ 年代別受傷者数
（人）
（） :うち入院患者数
総 数 外 傷 疾 病
平成１７年１２月 ４６ ３８（４） ８（４）
平成１８年１月 ２６ ２５（５） １
平成１８年２月 ２ ２ ０
総 数 ７４ ６５ ９
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３．２ 受診者数の推移
受診者は，降雪の始まった３日後の１２月１４日から増え始め，初
期には一日の降雪積算量が増えるに従い受診者数が急増した。（図
２‐１）しかしその後は，降雪が続いていても受診者数は漸減
し，１２月下旬からは，むしろ降雪のない日に受診者数が増加する
傾向にあった（図２‐２）。これは，雪や寒冷に対して身体の順応性
が乏しいシーズンの初期に集中的に降雪したため受診者が急増し
たが，雪に慣れた１２月下旬以降は，むしろ降雪のない日の除雪作
業時の事故や外出時の凍結路面での転倒などが原因となり患者数
が増加したことによると思われる。福井県内の雪害関連の死者は
１４人と報告されているが１），それらの受傷日の天候を気象庁公表
資料で調べると，本調査同様，初期には降雪日，その後は降雪の
ない曇りの日に多い傾向があった（表３）。
３．３ 受傷・発症機転
受傷機転は，雪により直接身体に外傷を負い受診したもの（外
傷）と，除雪作業等に伴う身体負荷により心筋梗塞などの内因性
の疾患を発症したもの（病気）に分けられる。外傷の多くは除雪
作業中の事故，転落，転倒の伴うものであり，その他交通事故が
原因となっていた。両者ともに男性が多く，特に除雪作業に伴う
受診者は圧倒的に高齢者の男性が多くなる。一方，歩行中の転倒
事故など，除雪作業に関連のない受傷機転の場合には男女差は認
められなかった（図３）。これは，除雪作業が主に「男性の仕事」
となっているためであり，雪による受傷の危険性に男女差はない。
受傷時間の検討では，７時から１０時の午前中と，１４時から１８時
の午後の二つの時間帯に集中する傾向があり，特に転落事故は午
後の時間帯に集中していた。また，屋根からの転落事故による受傷者の多くが自宅や倉庫の屋根の除
雪を行なっていた高齢者であった。このことは，この年代における安全な除雪方法や，自己の身体能
力に対する適切な評価，等における啓蒙の必要性を示す。また，年末・年始は降雪がなく除雪作業に
伴う被害はなかったが，飲酒や防寒靴を着用しないことによる外出時の転倒事故が増加した。
病気を原因とする９例の内訳は，心臓系疾患４人，脳血管疾患４人，脱水症１人で，いずれも除雪
表３ 福井県内における平成１８年豪雪による死者の内訳
参考文献１）より改変
図２‐１ 平成１８年豪雪による被害患者の受診推移
（福井大学附属病院調べ）
図３ 受傷機転別受診者数
受
診
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数
図２‐２ １日あたり受診者数とのべ降雪量
（降雪中期）
降雪中期では積雪の少ない（折れ線グラフの平
坦な部分）に救急受診者が多くなる傾向にある
（１２月）
（人）
（人）
注）重複を含む
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発生月日 年齢 性 受傷機転 天候 場所
１２月１４日 ７８ 男 除雪中に発症（脳疾患）し死亡 雪 福井
１２月１４日 ６２ 男 除雪中に屋根からの落雪に埋もれ死亡 雪 大野
１２月１４日 ６６ 男 除雪中に発症（心疾患）し死亡 雪 大野
１２月１４日 ５４ 男 除雪中に屋根から転落し死亡 雪 勝山
１２月１６日 ７６ 男 除雪中に発症（心疾患）し死亡 雪，みぞれ 上志比
１２月１８日 ５９ 男 除雪中に発症（脳疾患）し死亡 くもり 大野
１２月１８日 ６７ 男 除雪中に屋根から転落し死亡 くもり 勝山
１２月２１日 ６９ 男 除雪中に屋根から転落し死亡 くもり 福井
１２月２４日 ７９ 男 水路に転落し死亡 くもり 大野
１２月２４日 ７２ 男 雪の重さで倒壊した家屋の下敷きになり死亡 くもり 勝山
１２月２４日 ５８ 女 崩壊した雪に埋もれ死亡 くもり 南越前
１２月２８日 ７７ 男 除雪中に屋根から転落し死亡 くもり 勝山
１月８日 ８６ 女 屋根からの落雪に埋もれ死亡 くもり 越前
１月８日 ７１ 男 除雪作業中に死亡（屋根からの転落？） くもり 越前
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作業中に発症し，８人が男性でうち２人が死亡した（表２）。注目すべき点は，発症が１２月１４日～１７日
の降雪初期の期間と，午後５時台の時間帯に集中していることである。前述の如く，降雪初期には寒
冷や除雪作業に身体が順応しておらず，また夕方午後５時頃は疲労・脱水などの影響が出やすい時間
帯であるため，これらの悪条件が重なり発病するものと思われる。外国においても，降雪日における
心停止の患者の搬送数は降雪のない日に比べ２７％増加する，との報告がある３）。
死亡した２例は，６０歳代と７０歳の男性で，いずれも除雪作業中に意識を失い搬送されたが救命し得
なかった。２例の死因は，臨床経過・検査所見から両者とも心臓疾患によるものと思われた。
また，県内発生の雪害関連の死者についても，本調査同様，降雪初期は病気の発症によるものが多
く，その後は除雪作業に伴う外傷によるものが増加する（表３）。
３．４ 外傷による受傷部位
外傷による受傷部位は，頭部および上肢に多い傾向を認めた。こ
れらの部位では，転倒や除雪中の小外傷に伴う外来治療が可能な軽
症例が多くを占めた。しかし，入院を要するような重症例では，転
落や転落などの高エネルギー外傷による体幹部（骨盤部など）や下
肢の外傷が多くを占めた。（図４）。
３．５ 典型的な受傷機転
これまでのことから典型的な受傷機転として次のような例が挙げ
られる。
① 降雪後，数日たってから屋根の除雪を始めた高齢者が足を滑ら
せ転落，受傷する。
② シーズン初期に，中～高齢者が準備運動・水分補給をせずに除雪作業を行い，夕方に心筋梗塞や
脳梗塞を発症する。
③ 年末年始に，飲酒者或いは普段靴を履いた若年者が凍結路面で足を滑らせ転倒し，受傷する。
④ 高齢女性が雪道で転倒し，手関節部骨折（橈骨骨折）や腰椎圧迫骨折を受傷する。
⑤ シーズン中期に屋根から崩れ落ちてきた雪に埋もれて受傷する。
以下に具体的な例を挙げる。
［事例１］
７０代，男性。午後２時頃，ナイロン製の防水服と長靴を履き，屋根の雪下ろしをしていたところ誤
表2 内因性疾患による救急外来受診患者の内訳
表４ 診療区分別医療費 単位：円
福井大学医学部附属病院調べ
図４ 部位別受傷者数
注）重複を含む
発生月日 時間帯 年齢 性 診断 発症機序 受診手段
１２月１４日 １７時台 ７１ 男 脱水症 水分補給せずに除雪作業し気分不良となる 救急車
１２月１５日 １７時台 ６７ 女 脳出血（視床出血） 除雪作業中にめまいを発症し倒れる 救急車
１２月１５日 １４時台 ６３ 男 心筋梗塞 除雪作業直後に胸部不快感を訴え倒れ死亡 救急車
１２月１６日 １７時台 ４１ 男 発作性心房細動 除雪作業中に急に動悸が出現 一般受診
１２月１６日 ９時台 ７５ 男 心筋梗塞疑い 屋根での作業中，倒れているところを発見され死亡 救急車
１２月１７日 １７時台 ４８ 男 脳出血（被殻出血） 除雪中に突然，歩行・発語困難となる 救急車
１２月２４日 １７時台 ８１ 男 脳梗塞 除雪作業中に倒れ，右半身麻痺が出現 救急車
１２月２７日 １４時台 ３６ 男 狭心症 除雪作業中に胸痛発作が出現 救急車
１月６日 ７時台 ６８ 男 一過性脳虚血 除雪作業中に手のしびれ，半身麻痺出現 一般受診
診療区分 保険診療 保険外診療 総計
外来（６１人） ２，９４４，０２０ ８２，１１８ ３，０２６，１３８
入院（１３人） ２０，５１２，２８０ １，２６９，１４８ ２１，７８１，４２８
計 ２３，４５６，３００ １，３５１，２６６ ２４，８０７，５６６
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って転倒。防水服がすべるため体が屋根を滑り落ちるのを止めることができずそのまま７ｍ下のコン
クリート面に落下。骨盤骨折等の多発外傷により入院・手術を行い，医療費３３１万円を要した。現在
なお歩行に支障がある。
［事例２］
２０代，男性。午前６時頃，飲酒後，初詣に出かけた際，凍った地面で足を滑らせて転倒し大腿骨骨折
を受傷した。緊急手術を行い，医療費１７２万円を要した。現在なお理学療法を継続している。
４．医療費についての検討
本院を受診した雪害関連患者には，総計約２，４８０万円の総医療費（端数切捨て）を要した。内訳
は，２，３４５万円の医療保険内の診療費に加え，交通事故や診断書費用などの保険外診療費の１３５万円が
含まれる（表４）。
入院治療患者と外来治療患者に分けると，救急搬送患者２８人中１１人（死亡２人を除く），および一般
受診患者４６人中２人の計１３人に入院治療を要した。入院患者の平均医療費は１６７．５万円，外来患者は
平均５．０万円で，入院と外来治療の間で大きな差を認めた。入院医療費の多くは，手術費用や人工関
節・治療用カテーテルなどの医療材料費が占めていた。
一方，救急搬送患者と一般受診患者に分けて医療費を検討すると，救急搬送患者２８名の一人あたりの
平均医療費は７３．４万円であり，一般受診患者の平均医療費９．２万円と比べると，より高額の医療費を
要した。ちなみに福井県発表の，県内雪害患者による救急車出動回数は１７６台であった。これをもと
に単純に計算すると，福井県における雪害患者に関する総医療費は，救急搬送患者に限れば概算で
７３．４万円×１７６＝約１億３千万円を要したことになる。
５．まとめ
１． 今回の検討により，救急車搬送患者以外に一般受診者の中にも多数の雪害関連傷病者が受診して
いることが明らかになった。一般受診者では多くが軽症患者であったが，入院治療を要する重症患
者も含まれていた。
２． 降雪が始まったシーズン初期には，病気の発症が多く重症化しやすく死亡率も高い。特に，発症
時刻が夕方５時台に多いことは，発症が身体の疲労・脱水に起因していることを示すものと思われ
る。これらの予防のために十分な休憩，水分の補給，防寒などについての注意が必要である。
３． シーズン中期には降雪のない日に外傷患者が増える。これらは外出や除雪作業に関連した小外傷
や転倒によるもので，帽子・ヘルメット，滑り止めのついた靴の着用などの準備で予防できるもの
が多かった。
４． 受傷者は軽症例と重症例に二極化しており，入院が必要な重症例には高額な医療費と長期のリハ
ビリテーションを要する例を多く認めた。
５． シーズン初期の降雪が始まる期間に受診者が急増する。このため，冬シーズン到来前の早期に被
害予防のための啓蒙活動を開始することが大切であろう。
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